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議案第1号

指定ごみ袋制度について

1　指定ごみ袋無料配布枚数の見直し等について

　平成30年8A6日に開催した平成30年度第1回審議会において、30年度の4E

から6Eまでの無料交換・有料販売枚数の状況を報告させていただきました。4、5月

では減少していましたが、原因は指定ごみ袋供給事業において3年間の長期継続契約と

なっているため、1年目の最初は取扱店からの回収に慣れていなかったことから交換枚

数などが少なくなったと推測されます。

　このため、指定ごみ袋の無料配布枚数の見直しにつきましては、継続審議としていま

したが、今回、平成30年10月までの無料交換・有料販売枚数の実績が判明しました

のでご報告します。

（1）指定ごみ袋の引換状況について

　5力年の指定ごみ袋全体の引換状況が【資料1】になります。

　指定ごみ袋供給事業においては、3年間の長期継続契約となっているため、1年目は

交換枚数が少なく、3年目に多くなる傾向があるため、前業者の3年間である平成27

年度から平成29年度と今年度を下の表で比較します。

年度
指定ごみ袋

供給業者年数

4～10．月までの

引換枚数合計

10月分までの

　引換枚数

（世帯当たり）

年間無料

引換枚数

年間引換

　枚数

（世帯当たり）

世帯数

（2月末）※

27 前業者1年目 3，325，440 51．54 6，026，310 93・49 64，524

28 前業者2年目 4，220，530 64．63 7，446，640 114，↓03 65，302

29 前業者3年目 4，411，030 66．71 8，422，770 127．38 66，124

30 新業者1年目 3，511，260 52．34 67，086

※指定ごみ袋発送基準である2月末の世帯数になります。

　平成27年度分の引換券の発送は、平成27年2．月末の世帯数になります。
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（2）今後の進め方について

　昨年度と比較すると10月分までの引換枚数は減少となっておりますが、前業者の

契約1年目（平成27年度）と比較すると、ほぼ同じとなっております。よって回収

業務が慣れてきた来年度に上昇し、契約3年目の再来年度はさらに上昇することが予

想出来るため、現状での判断は難しいと思われます。

　このことから3力年の交換枚数の平均である約11L6枚に対し、現在の120

枚は妥当な配布数だったと考えられることから、見直しは行わず、現状維持にしたい

と考えております。

　また、こうした結果を踏まえ、今後は3力年の交換枚数を検証する必要があるため、

現在の指定ごみ袋供給業者の契約期間である平成32年度（2020年度）までの交

換枚数を検証したうえで、平成33年度（2021年度）に指定ごみ袋の無料配布枚

数を議論していただきたいと考えています。

｜
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ll　指定ごみ袋無料引換券の容量選択制について

　平成30年8月6日に開催した平成30年度第1回審議会において、今年度から実

施している容量変更制度は、一度、公共施設で引換券同士の交換が必要となり、次に

指定ごみ袋と交換するため2ステップが必要となってしまうことから、直接取扱店で

交換できる1ステップに変更することで、更なる利便性の向上を図ることを目的に以

下の3案を検討することを報告させていただきました。

①現行の指定ごみ袋引換券において、店舗側が容量変更早見表等を使用し、直接取

　扱店で交換可能とし、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。

②指定ごみ袋引換券を改良し、直接取扱店で交換可能とする。例えば、総容量分の

　10L券を配布し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。

③プリペイド方式を導入し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。

（1）現在の引換券の容量変更状況について（3月下旬からの10月までの約7カ月間）

　【資料2】になりますが、前回審議会報告時（7月中旬）までと10A分までの容

量変更状況を比較しています。

　前回、約4か月間で世帯割合交換率は「2．13％」であり、今回は約7カ月間で

「3．73％」の世帯が交換していることがわかります。1カ月当たり約0．5％程

度の世帯が交換していることが想定されます。このことから年間6％程度の世帯が交

換することが想定されますが、データは夏場までの7カ月間であり、夏は可燃ごみを

小分けに出したい方が多かったことから増加した可能性が高いこと、また交換を希望

された人はすでに交換したと思われることから年間では全世帯の5％程度と想定して

おります。

世帯割合交換率（資料3抜粋）

67，086世帯（平成30年3月1日現在）

7月下旬までの約4カA

1，429件　　（交換に来た件数全体）

1，429件／67，086世帯＝［≡：：工豆図

10月末までの約7カ月

2，504件　　（交換に来た件数全体）

2，504件／67，086世帯＝［⊇
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　また、この容量変更状況から、小さい容量への変更が全体の6割、大きい容量への

変更が4割となっています。ただ、夏は可燃ごみを小分けに出したいという声が多か

ったことから、小さい袋に変更する方が大きく増えていたことも考えられます。

①前回報告時の変更した傾向（7月20日現在）

（1）小さい容量への変更

　　全1，429件中　872件　（61．02％）
（2）大きい容量への変更

　　全1，429件中　557件　（38．98％）

②今回報告時の変更した傾向（10月末現在）

（1）小さい容量への変更

　　全2，504件中1，593件　（63．62％）
（2）大きい容量への変更

　　全2，504件中　911件　（36．38％）

（2）3案の検討結果について

　前回の審議会でご提示した3案についての検討結果は、【資料3】のとおりになり

ます。

　案①「早見表等を使用して直接取扱店で交衡にっいては、費用の増加はありませ

んが、交換作業が複雑になり時間がかかること、また間違いが多く発生する可能性が

あること、難しくて扱えないという理由で取扱店を辞退する店舗が出てくる可能性が

あるなど、多くの懸案事項があります。

　次に案②「10L券の配布」については、案①同様に枚数が多いことによる交換作

業の複雑化による作業の増大、間違いの発生、取扱店の辞退、それ以外にも券が変わ

ったことによる市民の混乱、また送料や印刷代、封入などの費用の増加が懸念される

など、この案も懸案事項が多くあります。

最後に案③「プリペイド方式」については、市民の混乱の他、機械などが必要なた

め、費用が莫大に増加という問題があります。

　3案とも現在の状況で導入した場合、取扱店の減少、費用の増加、市民の混乱など

様々な問題があり、かなり難しいことが予想されます。特に取扱店が減少することに

より地域の利便性が下がってしまっては、逆効果になってしまいます。

　そのことから、他の案も検討したところ、次の案であれば、市民及び取扱店の混乱

もなく、交換が可能になるため、新しく提案させていただきます。

躍



（3）新しい案による今後の進め方について

　この案であれば、指定ごみ袋と交換するまでには2ステップが必要だったものが、

直接取扱店で交換できる1ステップになり、また取扱店として公共施設も増えること

から、更なる利便性の向上を図ることが可能になります。

　なお、公民館は土曜日および日曜日も開館していることから曜日の問題、また市内

の各地域に存在し、場所もわかりやすいことから、地域的な問題も解決できるもので

す。

　この制度の変更については、市報の他、リサイクルフェアやその他のイベントなど

で積極的にPRしたいと考えております。

ついては、来年4月1日にこの制度を導入するよう準備を進めていきます。

鑛



議案第2号

高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策について

　平成28年度第2回審議会において、指定ごみ袋の無料追加交付を受けて

いる高齢者、障がい者世帯へのアンケート調査の結果ではこ追加交付してい

る40㍑の指定ごみ袋60枚で足りている世帯が約70％以上であったこと

から高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策については、今後、指定ごみ袋の

無料配布枚数の見直しに併せて検討することの継続審議となっておりました。

つきましては、今回高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策状況を報告します。

（1）　高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策の現状

区分

指定ごみ袋引換券
　追加配布枚数 回数 担当課

27
年度
28
年度
29
年度

旧制度 新制度

特別障害者

　手当
受給者※1

（人）

60

、（人）

　68

（人）

70

障害児福祉

　手当
受給者※1 40Lの袋

　60枚
20Lの袋
120枚

年度内

1回

障がい者

支援課

62 63 64

経過的福祉

　手当
受給者※1

1 2 2

おむっ手当

受給者※1
0 0 0

障害年金

受給者※2
40Lの袋
　60枚

20Lの袋
120枚

年度内

1回
清掃計画課 21 21 24

介護用晶
（おむつ）

支給受給者

　※3

40Lの袋
　60枚

20Lの袋
120枚

年度内

1回

高齢者

支援課
349 347 372

合　計 493 501 532

※1　国の手当である「特別障害者手当」　「障害児福祉手当」　「経過的福祉手当」及

　　び、市の手当である「おむつ手当（ねたきり身体障がい者福祉手当）」受給者で、

　　常時おむつをしている方が対象となります。なお、各手当には所得制限がありま

　　す。

※2　「障害年金」受給者で常時おむっをしている方が対象となります。

※3　市の手当であるf介護用品（おむっ）支給」の受給要件は、高齢者などの方で、

　　要介護等認定において、おむつの使用に関する記載がされている方や非課税世帯

　　などです。

窮
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（2）今後の進め方について

　平成28年度の審議会時には、40リットルのごみ袋引換券を配布してお

り、その時は枚数が足りない、または大きすぎるので小さい袋が良いなどの

声がありました。このため平成29年度から追加配布する指定ごみ袋の容量

を40リットルから20リットルに変更し、枚数を倍にしたことで、排出回

数が増加し利便性が向上したことから、現在、市への要望は、ほとんど聞か

なくなりました。

　つきましては、高齢者、障がい者の紙おむつ対策は現状のまま継続するこ

ととし、新たなご意見等が出てきたら報告させていただき、ご審議をお願い

いたいと考えています。

㌘



議案1－1　指定ごみ袋無料配布枚数の見直し等について

　　　匿彊］］…　　指定ごみ袋無料配布枚数の．見直しについて（Pl）

議案1－1　指定ごみ袋引換券の容量選択制度について

　　　匿鉋…　　弓1換券容量変更状況について（P3）

　　　睡図…　容量選択3案比較表（P4）

　　　卵］…　　店舗用容量交換早見表（資料3より）

　　　堅ヨ…　　回数券タイプイメージ図（資料3より）

　　　卵ヨ…　　納入通知書タイプイメージ図（資料3より）

　　　匿亜］…　　プリペイド方式イメージ図（資料3より）



指定ごみ袋無料配布枚数の見直しについて
　　指定ごみ袋無料配布枚数・有料販売枚数推移

●指定ごみ袋無料配布枚数120枚の時の引換枚数 （平成27年度実績）

（平成28年度実績）

（平成29年度実績）

　約93枚

約114枚
約127枚

交
換
枚
数
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【野田市の指定ごみ袋の無料配布枚数及び現状】

①　野田市廃棄物減等推進審議会の答申に基づき、平成26年度に指定ごみ袋の無料配布枚数を「130枚」から
　「120枚」に削減しました。また、8人以上の多人数世帯についても、見直しを行いました。
　（1人世帯）20㍑：120枚　（2～4人世帯）30㍑：120枚　（5～7人世帯）40㍑：120枚　（8～10人世帯）40㍑：130枚
　（11～13人世帯）40㍑：140枚　（14人以上世帯）40㍑：150枚

②　29年度の無料交換枚数は、
　　して13枚増加しています。

1世帯当たり無料平均引換数は、約127枚となっており、28年度の約114枚と比較



引換券容量変更状況について

①3月下旬からの7月下旬の約4カ月（第1回審議会の報告時）

20㍑券の変更状況

交換元

20㍑券 件数 総容量

3，955枚 394件 791，000㍑

30㍑券の変更状況

交換元

30㍑券 件数 総容量

3，857枚 893件 1，157，100㍑

40㍑券の変更状況

交換元

40㍑券 件数 総容量

494枚 142件 197，600㍑

→

→

→

交換先

30㍑券 件数 総容量

1，419枚 198件 425，700㍑

40㍑券 件数 総容量

913枚 196件 365，200㍑

交換先

20㍑券 件数 総容量

4，285枚 730件 857，000㍑

40㍑券 件数 総容量

749枚 163件 299，600㍑

交換先

20㍑券 件数 総容量

718枚 126件 143，600㍑

30㍑券 件数 総容量

180枚 16件 54，000㍑

世帯割合交換率

67，086世帯（平成30年3月1日現在）
　1，429件　（交換に来た件数全体）

　1，429件／67，086世帯＝［互二画

②3月下旬からの10月末までの約7カ月

20㍑券の変更状況

交換元

20㍑券 件数 総容量

6，226枚 657件 1，245，200㍑

30㍑券の変更状況

交換元

30㍑券 件数 総容量

6，494枚 1，572件 1，948，200㍑

40㍑券の変更状況

交換元

40㍑券 件数 総容量

870枚 275件 348，000㍑

→

→

→

交換先

30㍑券 件数 総容量

2，225枚 334件 667，500㍑

40㍑券 件数 総容量

1，444枚 323件 577，600㍑

交換先

20㍑券 件数 総容量

7，136枚 1，318件 1，427，200㍑

40㍑券 件数 総容量

1，301枚 254件 520，400㍑

交換先

20㍑券 件数 総容量

1，293枚 230件 258，600㍑

30㍑券 件数 総容量

298枚 45件 89，400㍑

世帯割合交換率

67，086世帯（平成30年3月1日現在）
　2，504件　（交換に来た件数全体）

　2，504件／67，086世帯＝［IZZI［％



【容量選択制　3案比較表】

制度案

補足説明

懸案事項

のポイント

懸案事項

詳細

費用

【案①】

　現在、清掃計画課、他17カ所で交換している

容量変更を取扱店側で直接出来るようにし、さら

に取扱店側は券と券の交換ではなく、直接ごみ袋

と交換するもの。ただし、現在公共施設で扱って

いるのは、券と券の交換であり、店舗ではそれに

加え、可燃と不燃の枚数を確認することになる。

　例えば、20㍑交換券12枚を持ってきた方は、

30㍑80枚でも401㍑60枚でも袋を渡してよ
いが、それに加え、可燃が何枚、不燃が何枚の確

認することが必要となる。

※容量変更早見表は、【資料4】を参考

取扱店の混乱および減少、

市で確認・管理が非常に困難

①交換の時に間違いが多発する可能性がある。現在、
　取扱店の管理は、預かった券と配布したごみ袋の枚
　数が同じであることを確認すれば良いが、制度導入
　後は預かった券と配布したごみ袋の枚数が合わな
　いため、店も確認作業ができず、店舗側での管理が
　難しくなる。また、市に上がってくる報告書との整
　合が難しいため、店舗での間違い、不正などの確認
　は市やごみ袋供給業者も難しくなる。
②交換で枚数が多くなったことにより、交換作業の時
　間がかかることから取扱いをやめる店舗が出てく
　る可能性がある。特に大きい店舗では交換する市民
　も多いため、時間を費やす作業になると取扱中止と
　言われる懸念がある。場合によっては手数料（現在
　1枚2円）の値上げを要求されることも考えられ
　る。
③年配の方が経営している個人店等では、交換作業が
　難しく、扱えないということで取扱いをやめる店舗
　が出てくる可能性がある。

現状と変更なし

※ただし、取り扱いが複雑になり、交換に時間が

かかることから、店舗から手数料を上げる要望が

出る可能性がある

【案②】

指定ごみ袋引換券を改良し、直接取扱店で交換可能とする。総容量分の10

L券を配布し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。

　指定ごみ袋の引換券をすべて10L券に変更し、それを組み合わせ、取扱

店で交換する。1人世帯では10L券は24枚、2～4人世帯は36枚、5
人以上の世帯では48枚券を配布する。

　例えば、10L券を2枚出すと、20Lの袋10枚入りの1セットと交換で

きる。また4枚出すと、40Lの袋が10枚入りの1セットと交換できる。

※10L券にした場合、最大48枚の券が必要になり、現在の葉書タイプは、

切取線の関係もあり難しいため、配付する券は、AとBの方法を試算した。

A　…　　まめバスの回数券のような券にするタイプ

　　　　　　別紙【資料5】を参考

B　…　　国民健康保険の納入通知書のような券にするタイプ

　　　　　　別紙【資料6】を参考

費用の増加、市民の混乱、取扱店の混乱および減少、

市で確認・管理が非常に困難、発送時期の変更必要

①取扱店が扱う枚数が多すぎるので、交換の時に枚数確認で間違いが多発する可
　能性がある。現在、取扱店の管理は、預かった券と配布したごみ袋の枚数が同
　じであることを確認すれば良いが、10L券ではどの大きさの袋と変更したのか
　わからないため、店も確認作業ができず、店舗側での管理が難しくなる。また、
　市に上がってくる報告書との整合性が難しいため、店舗での間違い、不正など
　の確認は市やごみ袋供給業者も難しくなる。
②交換で枚数が多くなったことにより、交換作業の時間がかかることから取扱い
　をやめる店舗が出てくる可能性がある。特に大きい店舗では交換する人も多い
　ため、時間を費やす作業になると取扱中止と言われる懸念がある。場合によっ
　ては手数料（現在1枚2円）の値上げを要求されることも考えられる。
③年配の方が経営している個人店等では、券の数が多くて、扱えないということ
　で取扱いをやめる店舗が出てくる可能性が高い。
④組み合わせにより10㍑券1枚だけ余る場合があるが、10㍑袋がないため、作
　れという話が出てくることが予想される。

⑤袋が10㍑になったとのかと勘違いが出る。
⑥年配の方が、制度の変更を理解できない可能性がある。
⑦市のデータを管理している委託業者等と日程調整したところ、2月末の住基デ
　ータを使って発送という現在の日程では、封入などに時間がかかることから他
　の業務の関係上、対応出来ず、発送時期を2月などに前倒しする必要がある。

A　…　　まめバスの回数券のような券にするもの

　　　　　　送料の他、印刷、封入すべて委託した場合の費用が

　　　　　　年間700万円以上増加

B　…　　国民健康保険料の納入通知書のような券にするもの

　　　　　　送料の他、印刷、封入すべて委託した場合の費用が

　　　　　　年間900万円以上増加

【案③】

プリペイド方式を導入し、ごみ袋の容量を自由に選択可能と

する。

　現在配布している引換券の代わりにプリペイドカード（磁

気カード）を配布。総容量を表示し、店舗で総容量の範囲で

好きなように交換するもの。想定しているのは、各店舗に専

用の機械を配置し、カードを入れると交換できるパターンを

表示し、選んでもらう。交換したら残数も表示し、残りどの

くらい交換できるか記載された紙も配布するもの。

　店側も在庫、配布枚数の確認がしやすいものになり、管理

が今より向上するものと思われる。

※交換までの流れは　別紙【資料7】を参考

費用が膨大、市民の混乱、

市民課出張所など公共施設の取扱混乱

①取扱店約180店舗に機械を導入しなければならず、多額の費
　用が掛かる。
②年配の方が、制度の変更を理解できない可能性がある。
③世帯数の増加による引換券の交換手続きが総容量制になると
複雑になり、市民課、支所、出張所等での対応が困難となる。

例：10月途中に転入　1人世帯→2人世帯
現在　20L6枚→世帯増加→30L6枚に変更
新　　20L×6枚＝1200L　→　30L×6枚＝1800L
　　　1800L－1200L＝600L加算
この加算を計算する必要があるため、対応が難しくなる

④紙おむつ対策等の追加交付分を対応するためには、市民課、支
所、出張所でも機械一式が必要となる
⑤10L分の残量の対応が必要（新しいプリペイドカードへの繰
越する場合は、期限等の問題があり、また10Lの袋を作るよ
う言われる可能性あり）。

導入する機械にどの程度の性能を求めるかで金額が変わり

ますが、①機減買取の場合は導入時に約1A億円～1．3億

円程度の費用が必要になる。2機械のリースの場合でも年間

3千万円程度の維持費がかかるとのこと。なお、買取、リー

スどちらであっても1②の費用のほか、年間1千万以上の保

守点検料が必要になってくる。



指定ごみ袋容量変更交換一覧表

交換元 交換先

リットル数 券枚数
　　総容量L
（㍑数×袋10枚）

リットル数 小袋
枚数
　　総容量L
（㍑数×袋10枚）

リットル数 小袋
枚数
　　総容量L
（’㍑数×袋10枚） 注3

1 200
2 400 1 300 1 400
3 600 2 600 （1） （400）

4 800 （2） （600） 2 800
5 1，000 3 900 （2） （800）

6 t200 4 1，200 3 1，20020
7 1，400

30
（4） （1，200）

40
（3） （1，200）

8 1，600 5 t500 4 1，600
9 1，800 6 1，800 （4） （1，600）

10 2，000 （6） （1，800） 5 2，000
11 2，200 7 2，100 （5） （2，000）

12 2400 8 2400 6 2400
1 300 1 200
2 600 3 600 1 400 O
3 900 4 800 2 800
4 t200 6 1，200 3 1，200

5 1，500 7 1，400 （3） （1，200）

30
6 1，800 9 1，800 4 1，600 O
7 2，100

20
10 2，000

40
5 2，000

8 2，400 12 2，400 6 2，400
9 2，700 13 2，600 （6） （2，400）

10 3，000 15 3，000 7 2，800 O
11 3，300 16 3，200 8 3，200
12 3600 18 3600 9 3600
1 400 2 400 1 300
2 800 4 800 2 600 O
3 1，200 6 1，200 4 t200
4 1，600 8 t600 5 1，500

5 2，000 10 2，000 6 1，800 O
6 2，400 12 2，400 8 2，40040
7 2，800

20
14 2，800

30
9 2，700

8 3，200 16 3200 10 3，000 O
9 3，600 18 3，600 12 3，600

10 4，000 20 4，000 13 3，900
11 4，400 22 4，400 14 4，200 O
12 4800 24 4，800 16 4800

※交換できる袋枚数を確認の上、可燃と不燃の交換枚数を聞いてください。

注1：交換先の白抜き欄部分は、交換元と同じ総容量となります。交換先の色塗り欄部分は、

　　交換元より総容量が減ります。

注2：総容量を超えなければ、いくつかの容量を組み合わせて交換できます。

　　例：30L券2枚（600L）→20L用1袋（200L）と40L用1袋（400L）に変更可。

注3：0印は、交換後、容量が200L残りますので、加えて20L用1袋（200L）を交付します。

注4：交換先の空白欄部分は、対応できる券容量がありませんので交換できません。

注5：交換先のO欄部分は、1枚分だけ交換元券と同じ容量の袋と交換します。



【案②】 10L券イメージ

【A　回数券イメージ】

　　　　【表紙】

　　指定ごみ袋

　　弓1換券

　　3，600L

（2～4人世帯用）

野田市

【中】

一一　一一一一一一一

≡一…一…

一一≡一一頃一一一一一一一一一一一一一一一～一一一一’一一一

＝…’一一

指定ごみ袋

引換券

一一≡一一一一≡一一

10L（10枚） 三一”一’…

一一■一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

＝…’一一

指定ごみ袋

引換券

一一一一一一一一一一

10L（10枚）
一一　一一一一一

三一一’一’…

一≡一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

指定ごみ袋

引換券

一一一一一≡一一一一

10L（10枚） 三一…一…

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

三一一一一一一

指定ごみ袋

引換券

10L（10枚）

切取線より、切り離し指定ごみ袋と交換

※実際のまめバスの回数券（参考写真）



【案②】　10L券イメージ

【B：納入通知書タイプ】

【表紙】

l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l

齪ごみ弐齪ごみ袋｝指定ごみ袋1‡旨定ごみ袋

｛弓1換
㌔弓1換券｝弓1換券1弓1換券　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　ll　　　　　1　　　　　　l　　　　　　l；1・Ll1・Ll1・Ll1・Ll（1。枚）；（1。枚）1（1。枚）1（1。枚）　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

袋

L

袋

、

袋

L

【中】

七臓より、切り離し指定ごみ袋と交換

※実際の納入通知書　　（参考写真：国民健康保険料納入通知書）



【案③】 プリペイド方式イメージ 資料7

プリペイドカードイメージ図

　　　　　【図1】

プリペイドカードを取扱店舗に

ある機械に通し、ごみ袋と交換

する

ドカード

る

【図2】

m－
‘：1

　取扱店舗

カードリーダー

　　（機械）



1　開　　　　平成30年度第2回野田市廃棄物減量等推進審議会2会長挨拶3　議　　　事　　議案第1号　　議案第2号4　閉　　　会会　議　次　　《日　時》　　《会　場》　　　　　会第平成30年11月28日（水）午後2時から保健センター3階大会議室指定ごみ袋制度について1　指定ごみ袋無料配布枚数の見直し等についてH　指定ごみ袋無料引換券の容量選択制について高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策について【資　料】別紙資料（資料1〜資料7）議案第1号指定ごみ袋制度について1　指定ごみ袋無料配布枚数の見直し等について　平成30年8A6日に開催した平成30年度第1回審議会において、30年度の4Eから6Eまでの無料交換・有料販売枚数の状況を報告させていただきました。4、5月では減少していましたが、原因は指定ごみ袋供給事業において3年間の長期継続契約となっているため、1年目の最初は取扱店からの回収に慣れていなかったことから交換枚数などが少なくなったと推測されます。　このため、指定ごみ袋の無料配布枚数の見直しにつきましては、継続審議としていましたが、今回、平成30年10月までの無料交換・有料販売枚数の実績が判明しましたのでご報告します。（1）指定ごみ袋の引換状況について　5力年の指定ごみ袋全体の引換状況が【資料1】になります。　指定ごみ袋供給事業においては、3年間の長期継続契約となっているため、1年目は交換枚数が少なく、3年目に多くなる傾向があるため、前業者の3年間である平成27年度から平成29年度と今年度を下の表で比較します。年度指定ごみ袋供給業者年数4〜10．月までの引換枚数合計10月分までの　引換枚数（世帯当たり）年間無料引換枚数年間引換　枚数（世帯当たり）世帯数（2月末）※27前業者1年目3，325，44051．546，026，31093・4964，52428前業者2年目4，220，53064．637，446，640114，↓0365，30229前業者3年目4，411，03066．718，422，770127．3866，12430新業者1年目3，511，26052．3467，086※指定ごみ袋発送基準である2月末の世帯数になります。　平成27年度分の引換券の発送は、平成27年2．月末の世帯数になります。魔（2）今後の進め方について　昨年度と比較すると10月分までの引換枚数は減少となっておりますが、前業者の契約1年目（平成27年度）と比較すると、ほぼ同じとなっております。よって回収業務が慣れてきた来年度に上昇し、契約3年目の再来年度はさらに上昇することが予想出来るため、現状での判断は難しいと思われます。　このことから3力年の交換枚数の平均である約11L6枚に対し、現在の120枚は妥当な配布数だったと考えられることから、見直しは行わず、現状維持にしたいと考えております。　また、こうした結果を踏まえ、今後は3力年の交換枚数を検証する必要があるため、現在の指定ごみ袋供給業者の契約期間である平成32年度（2020年度）までの交換枚数を検証したうえで、平成33年度（2021年度）に指定ごみ袋の無料配布枚数を議論していただきたいと考えています。｜隷ll　指定ごみ袋無料引換券の容量選択制について　平成30年8月6日に開催した平成30年度第1回審議会において、今年度から実施している容量変更制度は、一度、公共施設で引換券同士の交換が必要となり、次に指定ごみ袋と交換するため2ステップが必要となってしまうことから、直接取扱店で交換できる1ステップに変更することで、更なる利便性の向上を図ることを目的に以下の3案を検討することを報告させていただきました。�@現行の指定ごみ袋引換券において、店舗側が容量変更早見表等を使用し、直接取　扱店で交換可能とし、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。�A指定ごみ袋引換券を改良し、直接取扱店で交換可能とする。例えば、総容量分の　10L券を配布し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。�Bプリペイド方式を導入し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。（1）現在の引換券の容量変更状況について（3月下旬からの10月までの約7カ月間）　【資料2】になりますが、前回審議会報告時（7月中旬）までと10A分までの容量変更状況を比較しています。　前回、約4か月間で世帯割合交換率は「2．13％」であり、今回は約7カ月間で「3．73％」の世帯が交換していることがわかります。1カ月当たり約0．5％程度の世帯が交換していることが想定されます。このことから年間6％程度の世帯が交換することが想定されますが、データは夏場までの7カ月間であり、夏は可燃ごみを小分けに出したい方が多かったことから増加した可能性が高いこと、また交換を希望された人はすでに交換したと思われることから年間では全世帯の5％程度と想定しております。世帯割合交換率（資料3抜粋）67，086世帯（平成30年3月1日現在）7月下旬までの約4カA1，429件　　（交換に来た件数全体）1，429件／67，086世帯＝［≡：：工豆図10月末までの約7カ月2，504件　　（交換に来た件数全体）2，504件／67，086世帯＝［⊇簿　また、この容量変更状況から、小さい容量への変更が全体の6割、大きい容量への変更が4割となっています。ただ、夏は可燃ごみを小分けに出したいという声が多かったことから、小さい袋に変更する方が大きく増えていたことも考えられます。�@前回報告時の変更した傾向（7月20日現在）（1）小さい容量への変更　　全1，429件中　872件　（61．02％）（2）大きい容量への変更　　全1，429件中　557件　（38．98％）�A今回報告時の変更した傾向（10月末現在）（1）小さい容量への変更　　全2，504件中1，593件　（63．62％）（2）大きい容量への変更　　全2，504件中　911件　（36．38％）（2）3案の検討結果について　前回の審議会でご提示した3案についての検討結果は、【資料3】のとおりになります。　案�@「早見表等を使用して直接取扱店で交衡にっいては、費用の増加はありませんが、交換作業が複雑になり時間がかかること、また間違いが多く発生する可能性があること、難しくて扱えないという理由で取扱店を辞退する店舗が出てくる可能性があるなど、多くの懸案事項があります。　次に案�A「10L券の配布」については、案�@同様に枚数が多いことによる交換作業の複雑化による作業の増大、間違いの発生、取扱店の辞退、それ以外にも券が変わったことによる市民の混乱、また送料や印刷代、封入などの費用の増加が懸念されるなど、この案も懸案事項が多くあります。最後に案�B「プリペイド方式」については、市民の混乱の他、機械などが必要なため、費用が莫大に増加という問題があります。　3案とも現在の状況で導入した場合、取扱店の減少、費用の増加、市民の混乱など様々な問題があり、かなり難しいことが予想されます。特に取扱店が減少することにより地域の利便性が下がってしまっては、逆効果になってしまいます。　そのことから、他の案も検討したところ、次の案であれば、市民及び取扱店の混乱もなく、交換が可能になるため、新しく提案させていただきます。躍（3）新しい案による今後の進め方について　この案であれば、指定ごみ袋と交換するまでには2ステップが必要だったものが、直接取扱店で交換できる1ステップになり、また取扱店として公共施設も増えることから、更なる利便性の向上を図ることが可能になります。　なお、公民館は土曜日および日曜日も開館していることから曜日の問題、また市内の各地域に存在し、場所もわかりやすいことから、地域的な問題も解決できるものです。　この制度の変更については、市報の他、リサイクルフェアやその他のイベントなどで積極的にPRしたいと考えております。ついては、来年4月1日にこの制度を導入するよう準備を進めていきます。鑛議案第2号高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策について　平成28年度第2回審議会において、指定ごみ袋の無料追加交付を受けている高齢者、障がい者世帯へのアンケート調査の結果ではこ追加交付している40�gの指定ごみ袋60枚で足りている世帯が約70％以上であったことから高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策については、今後、指定ごみ袋の無料配布枚数の見直しに併せて検討することの継続審議となっておりました。つきましては、今回高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策状況を報告します。（1）　高齢者、障がい者世帯の紙おむつ対策の現状区分指定ごみ袋引換券　追加配布枚数回数担当課27年度28年度29年度旧制度新制度特別障害者　手当受給者※1（人）60、（人）　68（人）70障害児福祉　手当受給者※140Lの袋　60枚20Lの袋120枚年度内1回障がい者支援課626364経過的福祉　手当受給者※1122おむっ手当受給者※1000障害年金受給者※240Lの袋　60枚20Lの袋120枚年度内1回清掃計画課212124介護用晶（おむつ）支給受給者　※340Lの袋　60枚20Lの袋120枚年度内1回高齢者支援課349347372合　計493501532※1　国の手当である「特別障害者手当」　「障害児福祉手当」　「経過的福祉手当」及　　び、市の手当である「おむつ手当（ねたきり身体障がい者福祉手当）」受給者で、　　常時おむつをしている方が対象となります。なお、各手当には所得制限がありま　　す。※2　「障害年金」受給者で常時おむっをしている方が対象となります。※3　市の手当であるf介護用品（おむっ）支給」の受給要件は、高齢者などの方で、　　要介護等認定において、おむつの使用に関する記載がされている方や非課税世帯　　などです。窮］（2）今後の進め方について　平成28年度の審議会時には、40リットルのごみ袋引換券を配布しており、その時は枚数が足りない、または大きすぎるので小さい袋が良いなどの声がありました。このため平成29年度から追加配布する指定ごみ袋の容量を40リットルから20リットルに変更し、枚数を倍にしたことで、排出回数が増加し利便性が向上したことから、現在、市への要望は、ほとんど聞かなくなりました。　つきましては、高齢者、障がい者の紙おむつ対策は現状のまま継続することとし、新たなご意見等が出てきたら報告させていただき、ご審議をお願いいたいと考えています。�c議案1−1　指定ごみ袋無料配布枚数の見直し等について　　　匿彊］］…　　指定ごみ袋無料配布枚数の．見直しについて（Pl）議案1−1　指定ごみ袋引換券の容量選択制度について　　　匿鉋…　　弓1換券容量変更状況について（P3）　　　睡図…　容量選択3案比較表（P4）　　　卵］…　　店舗用容量交換早見表（資料3より）　　　堅ヨ…　　回数券タイプイメージ図（資料3より）　　　卵ヨ…　　納入通知書タイプイメージ図（資料3より）　　　匿亜］…　　プリペイド方式イメージ図（資料3より）指定ごみ袋無料配布枚数の見直しについて　　指定ごみ袋無料配布枚数・有料販売枚数推移●指定ごみ袋無料配布枚数120枚の時の引換枚数（平成27年度実績）（平成28年度実績）（平成29年度実績）　約93枚約114枚約127枚交換枚数2，000，0001，800，0001，600COO1，400，0001，200．0001，000，000800，000600，000400，000200，000　　　01、一▼�_∨一＿一　つAべ⇔一…一一→1一　一〉一　　　　　　　　　4月＋H26年指定ごみ袋380，750　　H27年指定ごみ袋594，360−H28年指定ごみ袋881，040→−H29年指定ごみ袋1，039，210　　H30年指定ごみ袋326，6405月426，640409，240897，570770，050472β806月378，670470，950573，920574，190677，5707月440，460536，050433，560581，7605・8，67・1　386，35・8月9月10月　　11月12月1月2月3月394，240467，780409，470485210501，430429，7301，371，4501，043，580420β00428，530466，010387，560348，620457，210601，540905，940　　　計6，729，4106，026，3107，446，6408，422，7703，511，260535，390459，460439，590724，85038　60743，690472，540901，970531，150426，620488，050350，34047　80681，8601，781，780726，980386，350498，630641ρ201　1120，000指定L一み袋月別引換状況（有料販売枚数）100，000i交換．80，000枚数60，00040，000←マ、　＝＼　　　　‘e、　｝＼　，一、　　’20，000、’04月15月6月［7月8月9月10月・1月112月1月　1　　　　　｜2月3月計一書一H26年指定ごみ袋9，6559，06016．645113　8017，79021，89028，34542，69532．・85196，82019，465320β45H27年指定ごみ袋11，015‘i12’50013，75014，84518，65515ρ4022，60525、835i38，8304265139，28533，415287，940H28年指定ごみ袋20，780133，47518，65527，00018　7013，91022，60543，28028，98052　2536，97537，885354，640一←H29年指定ごみ袋23，93013・，855・・，445」・7．・・51　　　　　　−121，45015，21520，50024，84030，11057，885105，34025，520393，105142，250一H30年指定ごみ袋13，65528．9・5123’550114，81517，87030，465交換枚数2，000，0001，800，0001，600，0001，400，0001，200，0001ρ00，000800ρ00600，000400，000200ρ00　　　0一■−H26年指定ごみ袋　　H27年指定ごみ袋一一ee−　H28年指定ごみ袋OP・H29年指定ごみ袋一H30年指定ごみ袋一一s■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ口■＼＼　／＼　詩転’　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨＿議、一←，｛　，一迫ぷ冶　　7⊇一一ttePt±E’　4月390，405605，375901，820・，・63，・4・18・・，9・5594，635598，77515月6月438，555387，730457，105421，740484，700550，895931，045592，575460，5608月408，220438，955553，860552，60034・，295　1　4ss，37・7・6，475532，22・4・・，・65473，370　　462，195441，835　　508，550516，500　　671，48511月513，555413β95768，130375，18012月544，125387，450412，0401月461，815499，375796，3155・・，89・「739，74512月1，468，270640，825509，5151・，SS7，・2・　3月1，063ρ45939，355一ZEZ・E99−1【野田市の指定ごみ袋の無料配布枚数及び現状】�@　野田市廃棄物減等推進審議会の答申に基づき、平成26年度に指定ごみ袋の無料配布枚数を「130枚」から　「120枚」に削減しました。また、8人以上の多人数世帯についても、見直しを行いました。　（1人世帯）20�g：120枚　（2〜4人世帯）30�g：120枚　（5〜7人世帯）40�g：120枚　（8〜10人世帯）40�g：130枚　（11〜13人世帯）40�g：140枚　（14人以上世帯）40�g：150枚�A　29年度の無料交換枚数は、　　して13枚増加しています。1世帯当たり無料平均引換数は、約127枚となっており、28年度の約114枚と比較引換券容量変更状況について�@3月下旬からの7月下旬の約4カ月（第1回審議会の報告時）20�g券の変更状況交換元20�g券件数総容量3，955枚394件791，000�g30�g券の変更状況交換元30�g券件数総容量3，857枚893件1，157，100�g40�g券の変更状況交換元40�g券件数総容量494枚142件197，600�g→→→交換先30�g券件数総容量1，419枚198件425，700�g40�g券件数総容量913枚196件365，200�g交換先20�g券件数総容量4，285枚730件857，000�g40�g券件数総容量749枚163件299，600�g交換先20�g券件数総容量718枚126件143，600�g30�g券件数総容量180枚16件54，000�g世帯割合交換率67，086世帯（平成30年3月1日現在）　1，429件　（交換に来た件数全体）　1，429件／67，086世帯＝［互二画�A3月下旬からの10月末までの約7カ月20�g券の変更状況交換元20�g券件数総容量6，226枚657件1，245，200�g30�g券の変更状況交換元30�g券件数総容量6，494枚1，572件1，948，200�g40�g券の変更状況交換元40�g券件数総容量870枚275件348，000�g→→→交換先30�g券件数総容量2，225枚334件667，500�g40�g券件数総容量1，444枚323件577，600�g交換先20�g券件数総容量7，136枚1，318件1，427，200�g40�g券件数総容量1，301枚254件520，400�g交換先20�g券件数総容量1，293枚230件258，600�g30�g券件数総容量298枚45件89，400�g世帯割合交換率67，086世帯（平成30年3月1日現在）　2，504件　（交換に来た件数全体）　2，504件／67，086世帯＝［IZZI［％【容量選択制　3案比較表】制度案補足説明懸案事項のポイント懸案事項詳細費用【案�@】　現在、清掃計画課、他17カ所で交換している容量変更を取扱店側で直接出来るようにし、さらに取扱店側は券と券の交換ではなく、直接ごみ袋と交換するもの。ただし、現在公共施設で扱っているのは、券と券の交換であり、店舗ではそれに加え、可燃と不燃の枚数を確認することになる。　例えば、20�g交換券12枚を持ってきた方は、30�g80枚でも401�g60枚でも袋を渡してよいが、それに加え、可燃が何枚、不燃が何枚の確認することが必要となる。※容量変更早見表は、【資料4】を参考取扱店の混乱および減少、市で確認・管理が非常に困難�@交換の時に間違いが多発する可能性がある。現在、　取扱店の管理は、預かった券と配布したごみ袋の枚　数が同じであることを確認すれば良いが、制度導入　後は預かった券と配布したごみ袋の枚数が合わな　いため、店も確認作業ができず、店舗側での管理が　難しくなる。また、市に上がってくる報告書との整　合が難しいため、店舗での間違い、不正などの確認　は市やごみ袋供給業者も難しくなる。�A交換で枚数が多くなったことにより、交換作業の時　間がかかることから取扱いをやめる店舗が出てく　る可能性がある。特に大きい店舗では交換する市民　も多いため、時間を費やす作業になると取扱中止と　言われる懸念がある。場合によっては手数料（現在　1枚2円）の値上げを要求されることも考えられ　る。�B年配の方が経営している個人店等では、交換作業が　難しく、扱えないということで取扱いをやめる店舗　が出てくる可能性がある。現状と変更なし※ただし、取り扱いが複雑になり、交換に時間がかかることから、店舗から手数料を上げる要望が出る可能性がある【案�A】指定ごみ袋引換券を改良し、直接取扱店で交換可能とする。総容量分の10L券を配布し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。　指定ごみ袋の引換券をすべて10L券に変更し、それを組み合わせ、取扱店で交換する。1人世帯では10L券は24枚、2〜4人世帯は36枚、5人以上の世帯では48枚券を配布する。　例えば、10L券を2枚出すと、20Lの袋10枚入りの1セットと交換できる。また4枚出すと、40Lの袋が10枚入りの1セットと交換できる。※10L券にした場合、最大48枚の券が必要になり、現在の葉書タイプは、切取線の関係もあり難しいため、配付する券は、AとBの方法を試算した。A　…　　まめバスの回数券のような券にするタイプ　　　　　　別紙【資料5】を参考B　…　　国民健康保険の納入通知書のような券にするタイプ　　　　　　別紙【資料6】を参考費用の増加、市民の混乱、取扱店の混乱および減少、市で確認・管理が非常に困難、発送時期の変更必要�@取扱店が扱う枚数が多すぎるので、交換の時に枚数確認で間違いが多発する可　能性がある。現在、取扱店の管理は、預かった券と配布したごみ袋の枚数が同　じであることを確認すれば良いが、10L券ではどの大きさの袋と変更したのか　わからないため、店も確認作業ができず、店舗側での管理が難しくなる。また、　市に上がってくる報告書との整合性が難しいため、店舗での間違い、不正など　の確認は市やごみ袋供給業者も難しくなる。�A交換で枚数が多くなったことにより、交換作業の時間がかかることから取扱い　をやめる店舗が出てくる可能性がある。特に大きい店舗では交換する人も多い　ため、時間を費やす作業になると取扱中止と言われる懸念がある。場合によっ　ては手数料（現在1枚2円）の値上げを要求されることも考えられる。�B年配の方が経営している個人店等では、券の数が多くて、扱えないということ　で取扱いをやめる店舗が出てくる可能性が高い。�C組み合わせにより10�g券1枚だけ余る場合があるが、10�g袋がないため、作　れという話が出てくることが予想される。�D袋が10�gになったとのかと勘違いが出る。�E年配の方が、制度の変更を理解できない可能性がある。�F市のデータを管理している委託業者等と日程調整したところ、2月末の住基デ　ータを使って発送という現在の日程では、封入などに時間がかかることから他　の業務の関係上、対応出来ず、発送時期を2月などに前倒しする必要がある。A　…　　まめバスの回数券のような券にするもの　　　　　　送料の他、印刷、封入すべて委託した場合の費用が　　　　　　年間700万円以上増加B　…　　国民健康保険料の納入通知書のような券にするもの　　　　　　送料の他、印刷、封入すべて委託した場合の費用が　　　　　　年間900万円以上増加【案�B】プリペイド方式を導入し、ごみ袋の容量を自由に選択可能とする。　現在配布している引換券の代わりにプリペイドカード（磁気カード）を配布。総容量を表示し、店舗で総容量の範囲で好きなように交換するもの。想定しているのは、各店舗に専用の機械を配置し、カードを入れると交換できるパターンを表示し、選んでもらう。交換したら残数も表示し、残りどのくらい交換できるか記載された紙も配布するもの。　店側も在庫、配布枚数の確認がしやすいものになり、管理が今より向上するものと思われる。※交換までの流れは　別紙【資料7】を参考費用が膨大、市民の混乱、市民課出張所など公共施設の取扱混乱�@取扱店約180店舗に機械を導入しなければならず、多額の費　用が掛かる。�A年配の方が、制度の変更を理解できない可能性がある。�B世帯数の増加による引換券の交換手続きが総容量制になると複雑になり、市民課、支所、出張所等での対応が困難となる。例：10月途中に転入　1人世帯→2人世帯現在　20L6枚→世帯増加→30L6枚に変更新　　20L×6枚＝1200L　→　30L×6枚＝1800L　　　1800L−1200L＝600L加算この加算を計算する必要があるため、対応が難しくなる�C紙おむつ対策等の追加交付分を対応するためには、市民課、支所、出張所でも機械一式が必要となる�D10L分の残量の対応が必要（新しいプリペイドカードへの繰越する場合は、期限等の問題があり、また10Lの袋を作るよう言われる可能性あり）。導入する機械にどの程度の性能を求めるかで金額が変わりますが、�@機減買取の場合は導入時に約1A億円〜1．3億円程度の費用が必要になる。2機械のリースの場合でも年間3千万円程度の維持費がかかるとのこと。なお、買取、リースどちらであっても1�Aの費用のほか、年間1千万以上の保守点検料が必要になってくる。指定ごみ袋容量変更交換一覧表交換元交換先リットル数券枚数　　総容量L（�g数×袋10枚）リットル数小袋枚数　　総容量L（�g数×袋10枚）リットル数小袋枚数　　総容量L（’�g数×袋10枚）注3120024001300140036002600（1）（400）4800（2）（600）280051，0003900（2）（800）6t20041，20031，2002071，40030（4）（1，200）40（3）（1，200）81，6005t50041，60091，80061，800（4）（1，600）102，000（6）（1，800）52，000112，20072，100（5）（2，000）122400824006240013001200260036001400O3900480028004t20061，20031，20051，50071，400（3）（1，200）3061，80091，80041，600O72，10020102，0004052，00082，400122，40062，40092，700132，600（6）（2，400）103，000153，00072，800O113，300163，20083，20012360018360093600140024001300280048002600O31，20061，2004t20041，6008t60051，50052，000102，00061，800O62，400122，40082，4004072，80020142，8003092，70083，200163200103，000O93，600183，600123，600104，000204，000133，900114，400224，400144，200O124800244，800164800※交換できる袋枚数を確認の上、可燃と不燃の交換枚数を聞いてください。注1：交換先の白抜き欄部分は、交換元と同じ総容量となります。交換先の色塗り欄部分は、　　交換元より総容量が減ります。注2：総容量を超えなければ、いくつかの容量を組み合わせて交換できます。　　例：30L券2枚（600L）→20L用1袋（200L）と40L用1袋（400L）に変更可。注3：0印は、交換後、容量が200L残りますので、加えて20L用1袋（200L）を交付します。注4：交換先の空白欄部分は、対応できる券容量がありませんので交換できません。注5：交換先のO欄部分は、1枚分だけ交換元券と同じ容量の袋と交換します。【案�A】10L券イメージ【A　回数券イメージ】　　　　【表紙】　　指定ごみ袋　　弓1換券　　3，600L（2〜4人世帯用）野田市【中】一一　一一一一一一一≡一…一…一一≡一一頃一一一一一一一一一一一一一一一〜一一一一’一一一＝…’一一指定ごみ袋引換券一一≡一一一一≡一一10L（10枚）三一”一’…一一■一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝…’一一指定ごみ袋引換券一一一一一一一一一一10L（10枚）一一　一一一一一三一一’一’…一≡一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一指定ごみ袋引換券一一一一一≡一一一一10L（10枚）三一…一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一三一一一一一一指定ごみ袋引換券10L（10枚）切取線より、切り離し指定ごみ袋と交換※実際のまめバスの回数券（参考写真）【案�A】　10L券イメージ【B：納入通知書タイプ】【表紙】l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l齪ごみ弐齪ごみ袋｝指定ごみ袋1‡旨定ごみ袋｛弓1換�`弓1換券｝弓1換券1弓1換券　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　ll　　　　　1　　　　　　l　　　　　　l；1・Ll1・Ll1・Ll1・Ll（1。枚）；（1。枚）1（1。枚）1（1。枚）　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1袋L袋、袋L【中】七臓より、切り離し指定ごみ袋と交換※実際の納入通知書　　（参考写真：国民健康保険料納入通知書）【案�B】プリペイド方式イメージ資料7プリペイドカードイメージ図　　　　　【図1】プリペイドカードを取扱店舗にある機械に通し、ごみ袋と交換するドカードる【図2】m−‘：1　取扱店舗カードリーダー　　（機械）

